
マークのある記事にスマホやタブレットを
かざすと動画が見られます!（見方はP8）ふるさとだよりの記事が動画で!!
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ふるさとたより
久之浜・大久、四倉、平、小名浜、勿来

動画の見方

①アプリを
ダウンロード

②アプリを立ち上げ、パンダマー
　クのある写真にスマホをかざす。
③自動的にスキャンが始まる。
④認識されたら、動画を再生。

※画像に光が反
射しないように
スキャンしてく
ださい !

「ふるさとだより」の事業終了について

No.
81
平成30年
2月20日
発行
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ふ
る
さ
とた

よ
り

　 ～平成28年度：小名浜地区担当　宗形祐子～
　地区の担当をするのは初めてでしたが、地元の
方々に教えていただきながら取材をした年でした。
驚きや感動がたくさんあったなか、江名の郷土芸能
「三匹獅子舞」の取材が印象に残っています。江名諏
訪神社で行われた練習にもお伺いしたので、文化伝
統保存会のみなさんと子どもたちが真剣に取り組
む姿に、感銘を受けました。
　次号はいよいよ最終回になります。

防災特集を収録したタウンページなどが発行

平成30年いわき市
東日本大震災追悼式
日時／3月11日(日)
　　　13:30～　開場
　　　14:35～　開式
場所／いわき芸術文化交流
　　　館アリオス　大ホール

　災害時に役立つ知識などの
防災特集を収録した「いわき
市版タウンページ」と、市内の
公衆電話や避難場所などを掲
載した「防災タウンページ(付
録)」が発行されました。
【問い合わせ】
NTTタウンページセンター　
　 0120-506309

万が一に備えて防災体験

お知らせ

住まいと暮らしの
再建相談会
日時／3月25日(日)
　①10:00 ②13:00
　③15:00 (各90分程度)
場所／中央台公民館
　　　大会議室(1)(2)
定員／9組(各時間3組)

　

ふるさとPICK UP

 ふるさと伝言板

平成28年度3月号の表紙 勇壮な舞いを披露する子どもたち

◆お申し込みは開催日の3日
　前まで
【問い合わせ】市ふるさと再生課
　☎0246-22-7437

　防災とボランティア週間に合わせて、市平消防
署による「めざせ!防災キッズ」が1月17日に平二
小で、18日に夏井小で行われました。また17日に
はヨークベニマル新谷川瀬店駐車場で起震車体
験が、18日にはマルトショッピングセンター草野
店駐車場で、防災広場が開催されました。

　日頃より、本市の市勢伸展にご理解をいただき、
誠にありがとうございます。
　また、「ふるさとだより」につきましても、ご愛読
いただき、重ねてお礼申し上げます。
　市におきましては、平成23年６月より、被災沿岸
地域の復興に向けた取組みを後押しするため、「ふ
るさとだより」を発行してきたところであり、平成27
年度までの当初の計画期間を延長しながら、現在
まで取り組んできたところでありますが、今般、「ふ
るさとだより」につきまして、本年度末（平成30年３
月号）をもって終了とさせていただくことといたしま
した。
　改めて、これまでのご愛読に、心から感謝申し上
げますとともに、ご理解のほど、何卒よろしくお願い
申し上げます。
　なお、今後も引き続き、市公式HPなどを通じて、
被災沿岸地域の情報を発信していきます。
【問い合わせ】　市地域振興課　☎0246-22-7414

防火衣を着て、消防車両の前で
署員と記念撮影

県内で1台だけという起震車も
用意され、揺れの大きさを体験

署員から消火器などの防災物品
の説明を受ける参加者

布と竹で作った簡易担架に、協
力して人形を乗せる児童

マルト草野店

夏井小平二小

担当記者が振り返る
　　「ふるさとだより」のあゆみ
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地域とともに生きる

　
時
が
経
つ
の
は
本
当
に
早
い
も
の
で
、震
災
の

前
の
年
に
西
町
１
区
長
と
な
り
、２
年
前
か
ら
は

久
之
浜
・
大
久
地
区
復
興
対
策
協
議
会
の
会
長

も
兼
務
し
、忙
し
い
毎
日
で
す
。

　
区
長
と
し
て
は
、西
町
１
区
ふ
れ
あ
い
協
議
会

支
え
合
い
活
動
や
買
い
物
等
の
外
出
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
始
め
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
活
動
を
継

続
的
に
行
う
こ
と
が
、久
ノ
浜・大
久
の
未
来
に
繫

が
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
２
月
16
日
、県
と
市
、

そ
し
て
復
興
対
策
協
議

会
と
の
間
で「
久
之
浜
防

災
緑
地
づ
く
り
協
定
」を

結
び
ま
し
た
。防
災
緑
地

の
維
持
管
理
や
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
て
、

若
い
力
が
必
要
で
す
。今

後
と
も
、オ
ー
ル
久
之
浜・

大
久
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

オ
ー
ル
久
之
浜・大
久
で
ま
ち
づ
く
り
を

若
い
世
代
に
参
加
を
呼
び
か
け
る

四　　倉

木田  寿夫 さん

久之浜・大久地区
復興対策協議会会長
（西町1区長）

石井  和男 さん

四倉地区体育協会
会長

鈴木  哲夫 さん
民宿業

久之浜・大久

地
域
活
性
化
を
目
指
す
三
代
目

平

　
以
前
は
体
協
主
催
で
、現
在
は
実
行
委
員
会
が

主
催
す
る
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
、四
倉

海
水
浴
場
で
毎
年
７
月
に
行
わ
れ
、昨
年
で
23
回

目
と
な
り
ま
し
た
。震
災
後
の
３
年
間
は
開
催
を

見
送
り
ま
し
た
が
、再
開
直
後
の
大
会
で
は
少
な

か
っ
た
参
加
チ
ー
ム
数
も
、昨
年
は
震
災
前
の
約

７
割
ま
で
戻
り
ま
し
た
。

　
ま
た
ニュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、震
災
後
、地
域

の
子
ど
も
た
ち
に
も
参
加

を
呼
び
か
け
て
、市
青
少

年
育
成
市
民
会
議
四
倉

地
区
推
進
協
議
会
と
共

催
で
行
って
い
ま
す
。

　
若
い
世
代
が
少
な
く
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
大
会
は
参
加
チ

ー
ム
が
減
っ
て
い
ま
す
が
、

若
者
へ
の
参
加
を
呼
び
か

け
つ
つ
、今
後
も
大
会
を

継
続
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
家
業
を
継
ぐ
た
め
に
、湯
本
温
泉
の
旅
館
で
修

業
し
、約
10
年
前
か
ら
両
親
と
一
緒
に
民
宿
と
海

の
家
を
経
営
し
て
い
ま
す
。薄
磯
で
は
若
手
後
継

者
が
減
っ
て
い
ま
し
た
が
、震
災
で
、さ
ら
に
拍
車

が
か
か
り
、寂
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。震
災
当
時
、

地
元
消
防
団
員
と
し
て
捜
索
活
動
を
し
な
が
ら
、

浸
水
し
た
民
宿
の
修
繕
を
し
て
い
た
時
は
、「
民

宿
や
海
の
家
の
再
開
は
無
理
」と
諦
め
か
け
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、町

の
復
興
事
業
な
ど
で
作

業
員
の
宿
泊
な
ど
の
需

要
が
あ
り
、そ
の
年
の
９

月
か
ら
民
宿
を
再
開
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
多
く
を
失
い
ま
し
た
が
、

き
れ
い
な
海
岸
と
海
は
残

り
ま
し
た
。海
と
と
も
に

生
き
、こ
の
町
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

昨年11月29日、
要望書「久之浜・
大久地区の観光
振興及び活性化
について」を市
に提出する木田
会長（右）

四倉小の体育館
で開催されたニ
ュースポーツ大
会の開会式で、
あいさつをする
石井さん

いつか地物の新
鮮な魚でもてな
せる日を願って
宿泊客の料理を
作る鈴木さん
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地域とともに生きる

水
族
館
か
ら
福
島
の
復
興
と
魅
力
を
発
信

小 名 浜

　
生
活
支
援
相
談
員
は
、被
災
さ
れ
た
方
の
生
活

復
興
や
自
立
生
活
支
援
な
ど
を
目
的
に
、平
成
23

年
７
月
か
ら
配
置
さ
れ
ま
し
た
。ピ
ー
ク
時
は
市

内
の
約
２
、２
０
０
世
帯
を
30
名
で
担
当
し
て
い

ま
し
た
が
、現
在
は
11
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。主

な
活
動
と
し
て
は
、被
災
さ
れ
た
方
の
見
守
り
訪

問
を
は
じ
め
、仮
設
、雇
用
促
進
、災
害
公
営
住

宅
で
の
交
流
事
業
の
開
催
、ま
た
、市
の
関
係
部

署
と
連
携
し
な
が
ら
、各
自
治
会
の
立
ち
上
げ
支

援
な
ど
も
行
って
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、災
害
公
営
住
宅
で
生
活
す
る
高
齢
者

が
孤
立
し
な
い
よ
う
見
守
り
な
が
ら
、コ
ミ
ュニ
テ

ィ
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
す
。そ
し
て
、

い
わ
き
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
住
民
支
え
合
い
活
動
」を
推
進
す
る
た
め
、ひ
と

り
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

誰
も
が
住
み
良
い「
い
わ
き
」を
目
指
し
て

いわき市社会福祉協議会

大
切
な
町
を
守
る
こ
と
が
、私
た
ち
の
役
目

勿　　来

p3O-01

安部  義孝 さん

環境水族館
アクアマリンふくしま
館長

 

震
災
で
は
、１
階
が
津
波
で
水
没
し
、館
内
が
停

電
し
た
こ
と
に
よ
り
、展
示
生
物
の
約
９
割
を
失

い
ま
し
た
。そ
の
後
は
、「
な
ん
と
し
て
で
も
甦
ら

せ
た
い
」と
い
う
思
い
で
、職
員
と
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
と
と
も
に
、必
死
で
ゴ
ミ
や
ヘ
ド
ロ
の

片
付
け
を
し
ま
し
た
。ま
た
、交
流
の
あ
っ
た
動
物

園
や
水
族
館
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、つ
い
に
震

災
の
約
４
ヵ
月
後
、開
館
記
念
日
で
も
あ
る
７
月

15
日
に
再
オ
ー
プ
ン
を
果

た
し
ま
し
た
。

　
今
年
11
月
に
は
、小
名

浜
魚
市
場
と
そ
の
周
辺

を
会
場
と
し
て
、世
界
水

族
館
会
議
を
開
催
し
ま

す
。「
震
災
か
ら
再
起
し

た
水
族
館
」と
い
う
こ
と

で
世
界
中
が
注
目
し
て
お

り
、福
島
の
復
興
と
魅
力

を
発
信
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

1月1日、アクア
マリンふくしま
で開催されたお
正月イベント
「新春餅まき」
で紅白の餅を撒
く安部館長(左)

佐々木  茂 さん

関の子広場パトロール隊
（関田須賀区長）

生活支援相談員のみなさん

　
勿
来
駅
前
に
は
、地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て

運
営
し
て
い
る「
民
間
公
番『
関
の
子
広
場
』」と

い
う
施
設
が
あ
り
ま
す
。も
と
も
と
は
地
域
の
安

全・安
心
拠
点
施
設
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
し
た

が
、震
災
時
に
は
こ
の
広
場
を
中
心
に
、さ
ま
ざ
ま

な
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。住
民
の
安
否
確
認
か

ら
始
ま
り
、支
援
物
資
の
配
布
や
危
険
箇
所
の
確

認・注
意
喚
起
な
ど
、隊
員
が一丸
と
な
っ
て
動
い

て
い
ま
し
た
。

　
震
災
後
は
須
賀
地
区

だ
け
で
も
10
数
件
の
住

宅
が
無
く
な
り
、活
動
で

き
る
隊
員
も
減
少
し
ま

し
た
。そ
の
よ
う
な
な
か
、

現
在
は
、約
40
名
の
隊
員

が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。私

た
ち
の
活
動
を
多
く
の
方

に
知
っ
て
も
ら
い
、安
全・

安
心
で
活
気
あ
る
町
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

地区のハザード
マップを参考に、
隊員とともに避
難場所の確認を
行う佐々木さん
(右から2人目)
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復興に向けた動き

復
興
に
向
け
た
動
き

久
之
浜
・
大
久

平成30年1月 平成27年７月

平成29年12月 平成25年４月

平成29年12月 平成28年２月

平成30年1月 平成25年2月

平成30年1月 平成24年7月

平成30年1月 平成25年4月

末
続
川
河
口

金
ケ
沢
見
渡
神
社

田
之
網
海
岸
堤
防

小
浜
地
区

錦
町
須
賀
地
区

勿
来
漁
港

末
続
、金
ケ
沢
、田
之
網
で
進
め
ら
れ
た
復
旧
復

興
工
事
。今
年
度
末
に
工
事
終
了
の
予
定
で
す
。

　勿

　
　来

区
画
整
理
や
集
団
移
転
、
堤
防
整
備
が
行
わ
れ

た
、小
浜
、錦
町
須
賀
、勿
来
漁
港
の
様
子
で
す
。

震
災
後
か
ら
、市
内
の
沿
岸
地
区
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
数
々
の
復
興
事
業
に
よ
り
、

こ
の
７
年
で
姿
を
変
え
た「
ふ
る
さ
と
の
今
」を
、写
真
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

推定９ｍともいわれる津波で破壊さ
れた河川、海岸堤防復旧工事

平成26年4月の植樹祭後、大きく変
わった神社境内

平成24年11月に始まり、工事が進
んだ海岸堤防

区画整理により整備された宅地に、次
々と住宅が建ち並びはじめた小浜地区

防災集団移転事業が実施され、新しい
海岸堤防や市道錦町須賀5号線が完成

被災した岸壁や防波堤などが復旧し、
震災前の姿を取り戻した勿来漁港
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復興に向けた動き

平成30年1月 平成23年3月

平成30年1月 平成26年1月

平成30年1月 平成27年４月

平成30年1月 平成27年４月

平成30年1月 平成25年9月

平成30年1月 平成27年1月

道
の
駅
よ
つ
く
ら
港

交
流
館

仁
井
田
川
河
川
堤
防

豊
間
中
学
校
校
舎

薄
磯
地
区

大
平
川
１
号
橋

岸
浦
海
岸
堤
防

四

　
　倉

緊急時に屋上に避難可能になるなど、
防災を意識した構造になった交流館

整備中の海岸堤防に合わせて、高さ
7.2ｍにかさ上げされた河川堤防

旧校舎（右）は解体され、昨年4月か
ら供用開始された新校舎（左）

高台を切土し、平場を盛土する大規
模土木工事が進められた薄磯地区

永崎小前の大平川1号橋は、橋長9.6
ｍ幅員10.7ｍで完成

江ノ浦と合わせて全長約750ｍが以
前の高さより約2.3ｍかさ上げ

道
の
駅
よ
つ
く
ら
港
交
流
館
が
平
成
24
年
８
月

に
再
オ
ー
プ
ン
し
た
ほ
か
、仁
井
田
川
堤
防
の

整
備
工
事
が
29
年
３
月
に
完
了
し
ま
し
た
。

津
波
被
害
を
受
け
た
中
学
校
校
舎
は
解
体
し

小
学
校
校
舎
西
側
に
整
備
さ
れ
、甚
大
な
被
害

を
受
け
た
町
も
復
興
事
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。

道
路
・
橋
梁
・
河
川
の
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
た

永
崎
小
前
と
、か
さ
上
げ
工
事
が
行
わ
れ
た
折

戸
地
区
の
海
岸
堤
防
の
様
子
で
す
。

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
永
崎
小
前
の
道
路・橋

梁・河
川
や
江
ノ
浦・岸
浦
海
岸
堤
の
様
子
で

す
。

四

　
　倉

平

小
名
浜
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ふるさとピックアップ

　12月22日、「四倉地区復興
関連事業に係る地元説明会」
が四倉支所で開かれました。
　今年の夏、四倉海水浴場で
行事を実施する予定の地元関
係団体の代表者が出席し、県や
市の担当者から、四倉海岸の堤
防や境川の水門、防災緑地の
盛土や植栽など、現在進められ
ている工事の進捗状況の説明
がありました。

パネルを使って説明する担当者

記念講演と意見発表

　1月27日、第26回四倉地区
青少年健全育成推進大会が、
四倉公民館で開かれました。
　第1部では、市教育委員で呉
服店代表の根本紀太郎さんに
よる記念講演「包み、包まれて」
が行われ、第2部では四倉地区
の小中学校と高校の代表者7
名が、将来の夢や日頃考えてい
ること、部活動の思い出などに
ついて、意見発表を行いました。

講師の根本さんと小中高生の代表者

四倉地区成人式 復興事業説明会　

　1月7日、四倉地区成人式が
いわき海浜自然の家で行われ、
108名の新成人が出席。記念
品贈呈、来賓祝辞に続き、新成
人代表の糸井雄祐さんが誓い
の言葉を述べました。
　式典終了後の記念行事「祝
20歳～翔け未来へ～」では、新
成人が四倉中と大野中の恩師
や同級生と再会して、旧交を温
めました。

誓いの言葉を述べる糸井さん

四　倉

繰り出す裸神輿
み こ し

　1月7日、関田海岸で酉小屋
が実施され、恒例の裸神輿では、
中学2年生1名と地区の消防団
員を含めた計8名が、担ぎ手を
担当しました。
　伊勢両宮神社を目指して地
区内を練り歩いたのち、海岸へ
戻り、威勢良く海へ飛び込みま
した。その後、集まった住民に見
守られながら酉小屋に火が灯さ
れ、海岸を明るく照らしました。

寒さに負けず勇ましい姿を披露

カルタでふるさとを学ぶ

　1月21日、「勿来＆双葉かる
たんか交流会」が吹風殿で行
われました。
　勿来地区住民のほか、同日行
われた双葉町民向けのバスツア
ー参加者などが来場。昨年度と、
今年度新たに制作された「勿来
かるたんか」および、昨年度制
作された「ふたばふるさとカル
タ」の2つのカルタを使って、参
加者は楽しく交流を深めました。

真剣勝負で絵札を取り合う参加者

地域誌について最終協議

　1月15日、平成29年度小浜・
岩間地区復興対策協議会第4
回役員会が、勿来支所で行わ
れました。
　今年度の実施事業である地
域誌の編纂について最終協議。
制作を担当する小宅幸一さん
から内容が説明されました。な
お、同地域誌については、3月以
降に小浜・岩間地区住民と公共
機関へ配布される予定です。

制作中の地域誌を手に取り確認

勿　来

へん　さん

すい　ふう　でん
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ふるさとピックアップ

江名港で松送り

　1月7日、江名港で松送りの行
事が行われました。無病息災を
願い、地元住民が持ち寄った正
月飾りやだるま、お札などが焚き
上げられました。

お焚き上げを見守る住民たち

脳トレカルタで交流

　1月16日、市公営住宅永崎
団地集会所で、NPO法人いわ
きFP・e-らいふが「カルタ大会」
を開催。参加者は脳トレしなが
ら楽しい時間を過ごしました。

童心に帰り笑みがこぼれる参加者

リスポ50年の歴史に幕

　1月15日、小名浜のタウンモ
ール・リスポが閉店。16時から
のセレモニーには、大勢の人が
集まり、慣れ親しんだ商業施設
との別れを惜しみました。

利用者代表と握手をする八巻理事長（左）

小名浜

　１月８日、沼ノ内の愛宕神社
で約400年続く「水祝儀」が行
われ、2人の初婿に祝い水を掛
けて、無病息災や家内安全を願
いました。

祝い水を掛けられる初婿

フォトコン表彰式

　１月20日、とよマルシェ「豊間
屋」内で海まち・とよまフォトコン
テストの表彰式が行われ、最優
秀賞のほか、13作品が入賞作
品として選ばれました。

最優秀賞の表彰風景

豊間小「西会津交流会」 沼ノ内「水祝儀」

　１月19・20日、福島県会津自
然の家や西会津小学校で豊間
小と西会津小の冬季交流会が
行われ、昨年夏のいわき交流
会以来の再会を果たしました。

カンジキを履いて楽しむスノーハイク

平

　１月８日、星廼宮神社でだるま
市が開かれました。昨年再建さ
れた神社で行われるのは初め
てとあって、多くの人がだるまを
買い求めました。

夜明け前から開かれただるま市

公民館カンガルークラブ

　震災後、中断していた未就園
児を対象にした親子ふれあい
の場「カンガルークラブ」が、久
之浜公民館の自主講座として
開講されました。

１月30日に行われた節分あそび

久之浜張子の世界展 恒例だるま市

　12月９日から１月28日まで、
市暮らしの伝承郷で「久之浜張
子の世界展」が開かれ、独特の
温かさを持った郷土玩具の魅
力が紹介されました。

学芸員の解説に聞き入る来場者

久之浜・
大久



マークのある記事にスマホやタブレットを
かざすと動画が見られます!（見方はP8）ふるさとだよりの記事が動画で!!
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動画の見方

①アプリを
ダウンロード

②アプリを立ち上げ、パンダマー
　クのある写真にスマホをかざす。
③自動的にスキャンが始まる。
④認識されたら、動画を再生。

※画像に光が反
射しないように
スキャンしてく
ださい !
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　 ～平成28年度：小名浜地区担当　宗形祐子～
　地区の担当をするのは初めてでしたが、地元の
方々に教えていただきながら取材をした年でした。
驚きや感動がたくさんあったなか、江名の郷土芸能
「三匹獅子舞」の取材が印象に残っています。江名諏
訪神社で行われた練習にもお伺いしたので、文化伝
統保存会のみなさんと子どもたちが真剣に取り組
む姿に、感銘を受けました。
　次号はいよいよ最終回になります。

防災特集を収録したタウンページなどが発行

平成30年いわき市
東日本大震災追悼式
日時／3月11日(日)
　　　13:30～　開場
　　　14:35～　開式
場所／いわき芸術文化交流
　　　館アリオス　大ホール

　災害時に役立つ知識などの
防災特集を収録した「いわき
市版タウンページ」と、市内の
公衆電話や避難場所などを掲
載した「防災タウンページ(付
録)」が発行されました。
【問い合わせ】
NTTタウンページセンター　
　 0120-506309

万が一に備えて防災体験

お知らせ

住まいと暮らしの
再建相談会
日時／3月25日(日)
　①10:00 ②13:00
　③15:00 (各90分程度)
場所／中央台公民館
　　　大会議室(1)(2)
定員／9組(各時間3組)

　

ふるさとPICK UP

 ふるさと伝言板

平成28年度3月号の表紙 勇壮な舞いを披露する子どもたち

◆お申し込みは開催日の3日
　前まで
【問い合わせ】市ふるさと再生課
　☎0246-22-7437

　防災とボランティア週間に合わせて、市平消防
署による「めざせ!防災キッズ」が1月17日に平二
小で、18日に夏井小で行われました。また17日に
はヨークベニマル新谷川瀬店駐車場で起震車体
験が、18日にはマルトショッピングセンター草野
店駐車場で、防災広場が開催されました。

　日頃より、本市の市勢伸展にご理解をいただき、
誠にありがとうございます。
　また、「ふるさとだより」につきましても、ご愛読
いただき、重ねてお礼申し上げます。
　市におきましては、平成23年６月より、被災沿岸
地域の復興に向けた取組みを後押しするため、「ふ
るさとだより」を発行してきたところであり、平成27
年度までの当初の計画期間を延長しながら、現在
まで取り組んできたところでありますが、今般、「ふ
るさとだより」につきまして、本年度末（平成30年３
月号）をもって終了とさせていただくことといたしま
した。
　改めて、これまでのご愛読に、心から感謝申し上
げますとともに、ご理解のほど、何卒よろしくお願い
申し上げます。
　なお、今後も引き続き、市公式HPなどを通じて、
被災沿岸地域の情報を発信していきます。
【問い合わせ】　市地域振興課　☎0246-22-7414

防火衣を着て、消防車両の前で
署員と記念撮影

県内で1台だけという起震車も
用意され、揺れの大きさを体験

署員から消火器などの防災物品
の説明を受ける参加者

布と竹で作った簡易担架に、協
力して人形を乗せる児童

マルト草野店

夏井小平二小

担当記者が振り返る
　　「ふるさとだより」のあゆみ
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